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焼きそば専門店 雅
がこう
功

商店街新規出店チャレンジ
応援事業を利用して 店主

前田 悠斗

●希望の店舗を借りられた
●内外装の工事費に充てられた
●準備期間8カ月で開店することができた

約40年愛された伯父の店の味を継承
若い感性で市場を活性化させる存在に

神戸市

マルシン市場西側の入り口にあります

大学を卒業した年の暮れに開店
　神戸市兵庫区のマルシン市場に店を構え約40年間愛
された「クレープハウス・お好み焼き くれよん」の味を
引き継ぐ「焼きそば専門店 雅功」が2025年12月、同市
場内にオープンしました。店主の前田悠斗さんは、くれ
よんの元店主のおいで、同年３月に大学を卒業したばか
り。学生時代から飲食店開業を見据えて自身の知名度を
上げるべく、大ファンであるダウンタウン浜田雅功さん
のテレビ番組のロケ地を巡り、その様子をＳＮＳで発信
するなど準備を進めていました。「大学を卒業してすぐ
の4月、闘病していた伯父が亡くなり、くれよんは閉店す
ることに。地元で長く親しまれた店がなくなるのは寂し
いと思い、味を引き継ぎました」と振り返ります。
　浜田さんにちなんだ店名を付け、メニューも浜田さん
の好物の焼きそばを選択。作り方は伯父と共に店に立っ
ていた伯母から学びました。「味の決め手になるソース
は長田区の地ソースと西区にあるメーカーのウスター
ソースをブレンドしています。西区のソースは生産量が
少なく新規客は受け付けていませんが、伯母の紹介で仕
入れることができました」と話します。

　こだわりの味を伝授されたことともう一つ、前田さん
の武器となったのがラーメン店でのアルバイト経験で
す。「接客から調理、発注、運営のノウハウまで身に付け
たので、自分の店も一人で安定して回せています」

市場に人を呼び込む起爆剤に
　開業に当たりまず課題となったのが出店場所です。く
れよんの旧店舗は先約があったため、向かいの物件を希
望したところ、市場の理事長が、空き次第、確保してくれ
ました。さらに「資金面の助けに」と理事長から紹介さ
れたのが、ひょうご産業活性化センターの「商店街新規
出店チャレンジ応援事業」です。「事業計画書の書き方
など、センターの担当者がアドバイスしてくれたのでス
ムーズに手続きができました」と振り返ります。
　補助金を内外装の工事費に充て、急ピッチで開店準備
を進める前田さんの力になりたいと、書道や絵が得意な
友人が、のれんの文字とメニュー表を引き受けてくれた
そう。「皆さんのおかげで市場の入り口という場所にふ
さわしい、下町の温かみが感じられる店になりました」
　開店から約半年がたち、くれよんの常連客はもちろ
ん、ＳＮＳで開店を知った全国の浜田ファンも足を運ぶ

制度利用の流れ
2025年9月 10月 11月 12月
当センターへ事業
計画書を提出

補助金交付を申請
し、採択される

事業着手（内装工
事等請負契約）

開業。年度末に実績報
告書を提出し、26年5月
に補助金を受給
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手早いへらさばきでテイクアウトにも対応 豚焼きそば550円。市場の理事長の店「中村漬物」のたくあんは無料

人気店に。「『あの店、おいしいよ』と他店も宣伝する市場
ならではの連帯感と人情に助けられています。市場の魅
力をＳＮＳで発信し、人を呼び込む起爆剤となって恩返
ししたいです」と前田さん。そしていつの日か、浜田さん
に自慢の焼きそばを食べてもらうことを夢見ています。

焼きそば専門店 雅功
神戸市兵庫区東山町2-8-61　 T 078-385-4642
●店主／前田悠斗
●事業内容／焼きそば専門店
Ｈhttps://www.instagram.com/gakoh_/
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まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp

こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

商店街新規出店
チャレンジ応援事業

商店街の空き店舗を活用し、個性ある店舗を開業する人や
中小企業に補助金を交付します。申請には出店地の市町か
ら補助等が受けられるなどの条件があります。

•�創業や多店舗展開等にかかる経費について
補助を受けられます
•�商業アドバイザーから開業計画に関する助
言を受けられます

問ひょうご産業活性化センター経営・商業
支援課
Ｔ078-977-9116
制度の詳細についてはホームページを
ご覧ください

利用メリット

【補助期間】補助金の交付決定日～同年度末（3月末）
【対象経費】店舗賃借料、内装工事費、ファサード整備費
【補 助 率】対象経費の1/6（ただし別途市町から1/6以上の補助が必要）
【限 度 額】75万円（ただし市町の補助額を上限とする）


